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377 明清交替と琉球暦学の変容

明
清
交
替
と
琉
球
暦
学
の
変
容

　
― 
楚
南
家
旧
蔵
『
廸
吉
全
書
』
を
中
心
に 

―

徐
　
　
　
仕
　
佳

一　

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
―

暦
と
は
、
一
年
間
の
月
日
や
季
節
、
年
中
行
事
を
日
を
追
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
琉
球
王
国
に
お
い
て
、
農
耕

や
漁
労
を
行
う
に
は
季
節
変
化
を
表
す
暦
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
冠
婚
葬
祭
な
ど
諸
行
事
の
日
取
を
決
め
る
際
に
も
暦

に
記
載
さ
れ
た
「
暦
注
」
即
ち
日
の
吉
凶
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
暦
は
こ
の
よ
う
に
日
々
の
生
活

の
指
針
と
な
り
、
社
会
統
合
機
能
を
有
し
て
い
た
た
め
、
琉
球
王
国
の
在
り
方
を
究
明
す
る
手
掛
か
り
に
も
な
り
、
そ

れ
を
め
ぐ
る
言
説
は
集
団
的
記
憶
と
し
て
王
国
時
代
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
照
ら
し
出
す
と
思
わ
れ
る
。

暦
の
作
成
に
は
暦
学
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
暦
学
は
天
体
の
運
行
の
観
測
や
暦
を
編
む
こ
と
に
関
す
る
学
問
を
指

し
、
天
文
学
や
地
理
学
、
数
学
な
ど
幅
広
い
学
問
領
域
を
横
断
的
に
扱
う
自
然
科
学
で
あ
る
。
昔
の
人
々
は
日
月
星
辰
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を
観
測
し
て
太
陽
の
出
没
や
月
の
満
ち
欠
け
に
は
周
期
が
あ
る
と
知
り
、
そ
こ
か
ら
普
遍
的
な
法
則
即
ち
暦
法
を
抽
出

し
て
無
限
に
流
れ
る
時
間
を
日
や
月
、
年
な
ど
の
単
位
で
区
切
り
、
暦
を
作
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
観
察
技
術
の
発
展
な

ど
に
よ
る
暦
法
の
刷
新
は
暦
学
の
変
容
を
も
た
ら
し
、
琉
球
暦
学
の
実
相
を
把
握
す
る
こ
と
で
王
国
時
代
の
科
学
史
と

精
神
史
の
展
開
を
見
直
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

琉
球
暦
学
の
価
値
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
海
の
十
字
路
に
立
っ
た
琉
球
王
国
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
的
構
造

を
復
元
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
周
辺
諸
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
暦
学
は
在
来
の
物
候
暦
と
融
合
し
、
琉
球

の
島
々
に
根
を
下
ろ
し
た
こ
と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
文
化
交
渉
の
実
態
が
う
か
が
わ
れ
る
。
中
で
も
明
の

建
国
に
よ
る
中
華
秩
序
の
再
構
築
を
契
機
に
琉
球
は
中
国
と
冊
封
・
朝
貢
関
係
を
結
び
、
明
の
暦
学
即
ち
中
国
の
伝
統

的
暦
学
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。
中
国
暦
学
は
後
に
明
清
交
替
に
伴
っ
て
西
洋
天
文
学
の
成
果
を
吸
収

し
転
向
を
な
し
つ
つ
、（

1
（

そ
の
転
向
の
波
も
琉
球
王
国
に
寄
せ
て
き
た
。
国
際
比
較
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
明
清
交
替
後

に
起
き
た
琉
球
暦
学
の
変
化
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
異
文
化
理
解
の
諸
相
を
示
す
一
例
で
も
あ
る
。

な
お
、
明
清
交
替
に
伴
っ
た
中
国
暦
学
の
転
向
及
び
琉
球
暦
学
の
変
容
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
大
航
海
時
代
か
ら
世

界
に
進
出
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
対
話
と
見
な
さ
れ
て
も
よ
か
ろ
う
。
明
清
交
替
の
延
長
線
上
に
位
置
し
た
琉
球

暦
学
の
変
容
は
東
洋
と
西
洋
の
接
触
・
葛
藤
を
描
き
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
的
な
意
義
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
琉
球

王
国
と
世
界
と
の
接
点
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

明
清
交
替
の
際
、
中
国
で
は
明
の
大
統
暦
法
か
ら
、
西
洋
天
文
学
を
取
り
入
れ
た
清
の
時
憲
暦
法
へ
と
移
行
し
て
き
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た
が
、
琉
球
王
国
は
新
し
い
暦
学
を
導
入
す
る
た
め
に
留
学
生
二
人
を
福
建
に
派
遣
し
た
。（

2
（

こ
の
二
人
は
琉
球
暦
学
の

変
革
を
推
進
し
た
中
心
人
物
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
当
時
福
建
で
学
ん
だ
暦
学
の
詳
細
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
渡
嘉
敷
氏
は
二
人
と
も
福
建
で
時
憲
暦
法
を
勉
強
し
た
と
主
張
し

て
い
る
。（

3
（

そ
れ
に
対
し
て
中
鉢
氏
は
清
初
期
に
お
け
る
大
統
暦
法
の
一
時
復
活
に
注
目
し
、
先
の
留
学
生
は
従
来
の
大

統
暦
法
、
後
の
留
学
生
は
西
洋
天
文
学
を
取
り
入
れ
た
時
憲
暦
法
を
学
ん
だ
と
し
て
い
る
。（

4
（

し
か
し
、
渡
嘉
敷
氏
も
中

鉢
氏
も
史
書
の
記
載
を
中
心
に
琉
球
暦
学
の
変
容
を
紐
解
こ
う
と
し
て
お
り
、
一
次
史
料
を
使
用
し
て
い
な
い
。
琉
球

暦
学
は
自
然
科
学
で
あ
る
以
上
、
そ
の
変
容
を
追
究
す
る
に
は
や
は
り
具
体
的
な
デ
ー
タ
ー
（
天
文
定
数
）
や
ア
プ

ロ
ー
チ
（
造
暦
の
規
則
）
を
記
載
す
る
一
次
史
料
を
分
析
す
る
必
要
で
あ
る
。

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
に
収
蔵
さ
れ
た
楚
南
家
由
来
の
文
書
群
に
は
、
暦
学
関
係
史
料
が
数
点
あ
る
。
そ
の
う

ち
『
廸
吉
全
書
』
と
題
す
る
写
本
二
冊
（
請
求
記
号
：
一
八
・
一
九
）
に
は
、
明
清
交
替
の
際
に
琉
球
留
学
生
二
人
が

福
建
か
ら
持
ち
帰
っ
た
天
文
定
数
や
造
暦
の
規
則
と
思
わ
れ
る
記
載
が
残
さ
れ
る
。
そ
の
頃
の
琉
球
暦
学
は
い
か
に
変

容
を
遂
げ
て
き
た
か
を
実
証
的
に
考
察
す
る
点
で
、
信
憑
性
の
あ
る
一
次
史
料
と
な
る
。『
廸
吉
全
書
』
を
通
じ
て
前

述
し
た
渡
嘉
敷
氏
と
中
鉢
氏
の
見
解
を
再
考
し
、
明
清
交
替
が
も
た
ら
し
た
琉
球
暦
学
の
変
容
を
解
明
す
る
可
能
性
が

高
い
。

で
は
、
明
清
交
替
の
際
に
福
建
に
留
学
し
た
二
人
は
ど
の
よ
う
な
暦
学
の
知
識
を
持
ち
帰
っ
た
の
か
。
そ
こ
か
ら
示

唆
さ
れ
る
琉
球
王
国
と
周
辺
諸
国
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
み
れ
ば
、
琉
球
暦
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学
の
変
容
に
見
ら
れ
た
東
西
交
流
の
側
面
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
蔵

『
廸
吉
全
書
』
を
中
心
に
明
清
交
替
が
も
た
ら
し
た
琉
球
暦
学
の
変
容
を
分
析
し
た
う
え
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
的
な
立
場

か
ら
琉
球
王
国
と
周
辺
諸
国
と
の
文
化
交
渉
史
を
考
え
る
。

二　

大
統
暦
法
の
伝
来
と
時
憲
暦
法
へ
の
移
行

琉
球
暦
学
の
変
容
は
、
大
統
暦
法
か
ら
時
憲
暦
法
へ
の
移
行
中
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
、
大
統
暦

法
が
琉
球
に
伝
わ
っ
た
経
緯
及
び
琉
球
に
お
け
る
時
憲
暦
法
へ
の
切
り
替
え
を
概
観
す
る
。

大
統
暦
と
は
、
明
が
施
行
し
た
暦
の
こ
と
で
あ
る
。
明
で
は
暦
書
も
暦
法
も
「
大
統
暦
」
と
い
う
表
現
で
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
暦
書
を
「
大
統
暦
書
」
と
、
そ
の
暦
書
作
成
の
際
に
用
い
ら
れ
た
暦
法

を
「
大
統
暦
法
」
と
呼
び
分
け
る
。
な
お
清
が
施
行
し
た
時
憲
暦
に
も
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の

暦
書
を
「
時
憲
暦
書
」
と
、
暦
書
作
成
の
参
照
と
な
る
暦
法
を
「
時
憲
暦
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

明
の
洪
武
帝
朱
元
璋
は
呉
元
年
（
一
三
六
七
）
の
冬
至
に
翌
年
の
大
統
暦
書
を
世
の
中
に
頒
布
し
、
さ
ら
に
翌
年
の

正
月
に
皇
帝
の
位
に
つ
き
、
年
号
を
「
洪
武
」
に
変
更
し
た
。（

5
（

こ
れ
は
、
洪
武
帝
が
元
を
北
へ
逐
っ
て
建
国
し
、
中
華

秩
序
の
再
構
築
を
内
外
に
示
す
た
め
に
行
っ
た
「
正
朔
を
改
め
る
」
と
い
う
改
暦
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
明
に
採
用
さ

れ
た
大
統
暦
法
は
、
新
政
権
の
役
人
が
天
体
の
運
行
を
観
察
し
改
め
て
作
っ
た
暦
法
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
元
の
授
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時
暦
法
の
天
文
定
数
に
少
し
修
正
を
加
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
明
の
大
統
暦
法
は
実
際
、
元
の
授
時
暦

法
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
中
国
の
伝
統
的
暦
学
の
枠
組
み
を
超
え
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。（

6
（

『
明
太
祖
実
録
』
巻
七
七
・
「
洪
武
五
年
十
二
月
壬
寅
」
条
に
は
、

　

中
山
王
察
度
遣
弟
泰
期
等
奉
表
貢
方
物
。
詔
賜
察
度
大
統
暦
及
織
金
文
綺
紗
羅
各
五
匹
、
泰
期
等
文
綺
紗
羅
襲

衣
、
有
差
。（

7
（

と
あ
り
、
洪
武
五
年
（
一
三
七
二
）
の
冬
に
明
に
朝
貢
し
た
琉
球
中
山
王
察
度
は
、
洪
武
帝
か
ら
下
賜
品
と
し
て
大
統

暦
書
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
大
統
暦
書
の
琉
球
初
伝
と
さ
れ
て
い
る
。

暦
書
の
授
受
は
、
琉
球
が
明
を
中
心
と
す
る
国
際
的
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
可
視
化
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。（

8
（

だ
が
、
暦
書
の
輸
送
は
気
象
や
海
象
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
遅
延
が
常
態
化
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、『
歴

代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ
た
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
礼
部
宛
咨
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

本
邦
自
洪
武
年
來
至
今
、
遵
奉
正
朔
。（
中
略
）
緣
領
奉
暦
日
回
還
、
仍
行
齎
到
泊
船
處
所
、
計
料
修
理
來
船

槓
梖
堅
得
、
方
得
到
國
、
切
照
将
及
半
年
、
又
次
年
方
回
者
有
之
。（

9
（
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右
の
記
述
に
示
す
よ
う
に
、
明
か
ら
受
領
し
た
大
統
暦
書
が
半
年
以
上
経
っ
て
も
目
的
地
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う

問
題
は
深
刻
化
し
て
い
た
。
大
統
暦
書
は
正
月
か
ら
始
ま
る
一
年
分
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
有
効
期
限
に
近
づ
い
た

暦
書
は
琉
球
官
民
に
と
っ
て
実
用
性
に
乏
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
局
面
を
打
開
し
よ
う
と
琉
球
王
国
は
大
統
暦
法
を
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
。
成
化
元
年

（
一
四
六
五
）
に
派
遣
し
た
琉
球
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
金
鏘
は
福
建
で
暦
学
を
学
ん
だ
。
金
氏
の
家
譜
で
は
、

そ
れ
が
琉
球
造
暦
、
即
ち
暦
法
を
基
に
暦
書
を
作
成
す
る
こ
と
の
始
ま
り
で
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
る
。

　

二
世
通
事
諱
鏘
。（
中
略
）
成
化
元
年
乙
酉
八
月
十
五
日
、
為
進
貢
併
求
錢
【
當
時
是
中
山
用
中
國
錢
】
事
奉

使
為
通
事
、
隨
正
議
大
夫
程
鵬
赴
閩
、
學
造
暦
法
回
國
、
中
山
之
造
暦
自
此
而
始
矣
。（

（1
（

ま
た
、
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
に
建
て
た
『
尚
真
国
王
頌
徳
碑
』（
荒
神
堂
の
北
）
に
は
、

　

有
書
王
以
正
朔
請
尊
之
。
因
參
用
大
統
曆
法
、
先
世
深
居
固
衛
、
以
式
其
下
。（

（（
（

と
見
え
て
、
十
五
世
紀
後
半
に
大
統
暦
法
が
琉
球
王
国
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
確
証
と
な
る
。

金
鏘
の
子
孫
も
福
建
で
大
統
暦
法
を
勉
強
し
、
琉
球
暦
学
は
金
氏
の
家
学
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
金
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氏
の
家
譜
に
よ
る
と
、
金
鏘
の
曾
孫
に
あ
た
る
金
昇
は
嘉
靖
二
十
八
年
（
一
五
四
九
）
に
福
建
で
暦
学
を
学
び
、
さ
ら

に
金
昇
の
孫
に
あ
た
る
金
應
斗
も
万
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
に
福
建
で
暦
学
を
学
ん
だ
。（

（1
（

後
に
琉
球
王
国
で
は

「
掌
暦
法
」
と
い
う
暦
書
を
作
成
す
る
役
職
を
設
け
、
金
氏
一
族
は
そ
の
職
を
世
襲
し
た
。「
掌
暦
法
」
に
就
任
し
た
金

應
斗
は
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
に
亡
く
な
り
、
そ
の
長
男
金
庭
輝
は
同
年
「
掌
暦
法
」
に
就
任
し
た
。（

（1
（

ま
た
、

金
庭
輝
は
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
三
月
十
四
日
を
以
っ
て
退
職
し
、
そ
の
長
男
金
守
約
は
同
じ
日
に
「
掌
暦
法
」
に

任
命
さ
れ
た
。（

（1
（

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
金
庭
輝
と
金
守
約
は
福
建
で
暦
学
を
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暦

書
を
作
成
す
る
世
襲
職
に
就
任
し
た
点
で
あ
る
。
金
應
斗
と
金
庭
輝
、
金
守
約
の
活
躍
は
、
暦
作
り
に
関
す
る
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
大
量
蓄
積
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
琉
球
王
国
は
、
暦
書
の
遅
延
対
策
と
し
て
十
五
世
紀
か
ら
大

統
暦
法
を
導
入
し
は
じ
め
、
遅
く
と
も
十
七
世
紀
の
初
頭
に
大
統
暦
法
を
マ
ス
タ
ー
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
十
七
世
紀
の
中
国
で
は
、
西
洋
天
文
学
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
い
う
声
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
た
。

明
中
期
以
来
、
大
統
暦
法
に
よ
る
日
食
予
報
の
的
中
率
は
低
下
し
て
い
た
た
め
、
朝
廷
は
従
来
の
暦
法
を
改
め
よ
う

と
し
て
い
た
。（

（1
（

万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
前
後
に
中
国
に
渡
来
し
た
宣
教
師
は
、
高
精
度
の
日
食
予
報
を

実
現
で
き
る
テ
ィ
コ
体
系
を
中
国
の
知
識
人
に
紹
介
し
た
。（

（1
（

大
統
暦
法
に
よ
る
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
十
一
月

の
日
食
予
報
が
外
れ
た
後
、
西
洋
天
文
学
を
参
考
に
改
暦
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
た
。（

（1
（

さ
ら
に
崇
禎
二
年

（
一
六
二
九
）
五
月
に
大
統
暦
法
に
基
づ
い
た
日
食
予
報
も
外
れ
、
大
統
暦
法
の
限
界
を
痛
感
し
た
崇
禎
帝
は
詔
を
下
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し
、
宣
教
師
が
も
た
ら
し
た
西
洋
天
文
学
著
作
を
漢
文
に
翻
訳
し
て
改
暦
の
準
備
作
業
を
始
め
た
。（

（1
（

そ
の
結
果
、『
崇

禎
暦
書
』
四
十
六
種
百
三
十
七
巻
が
出
来
上
が
っ
た
。

だ
が
、
明
は
『
崇
禎
暦
書
』
の
完
成
直
後
に
滅
び
た
た
め
、
西
洋
天
文
学
を
取
り
入
れ
た
新
暦
法
の
採
用
は
実
現
で

き
な
か
っ
た
。（

（1
（

そ
の
後
、
宣
教
師
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
（Johann A

dam

 Schall von Bell

）
は
『
崇
禎
暦
書
』
を

再
編
成
し
、『
西
洋
新
法
暦
書
』
と
題
し
て
清
に
献
上
し
た
。
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
に
こ
の
新
暦
法
は
朝
廷
に
採

用
さ
れ
、「
時
憲
暦
」
と
い
う
名
で
施
行
さ
れ
た
。

順
治
帝
の
改
暦
行
為
も
新
政
権
の
正
統
性
を
内
外
に
示
す
た
め
に
行
わ
れ
た
が
、
時
憲
暦
法
は
西
洋
天
文
学
の
成
果

を
取
り
入
れ
た
た
め
、
中
国
の
伝
統
的
暦
学
の
枠
組
み
を
超
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
大
統
暦
法
か
ら
時
憲
暦
法

へ
の
切
り
替
え
は
あ
ま
り
順
調
に
進
ま
ず
、
保
守
派
の
反
発
も
招
い
た
。
康
熙
四
年
（
一
六
六
五
）
に
朝
廷
は
保
守
派

の
提
唱
で
大
統
暦
法
を
一
時
復
活
さ
せ
た
が
、
同
九
年
（
一
六
七
〇
）
に
「
西
洋
新
法
」
に
よ
る
日
食
予
報
誤
差
が
よ

り
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
時
憲
暦
法
を
再
採
用
し
た
。（

11
（

時
憲
暦
法
が
次
第
に
優
位
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
中
国

暦
学
は
西
洋
天
文
学
を
吸
収
し
た
形
で
伝
統
的
な
暦
学
か
ら
転
向
し
続
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
清
交
替
期
に
発
生
し
た
中
国
暦
学
の
転
向
は
大
統
暦
法
を
家
学
と
す
る
金
氏
一
族
に
新
し
い
課
題
を

提
示
し
て
い
た
。
琉
球
王
国
は
明
清
交
替
の
後
、
清
を
中
心
と
し
た
国
際
的
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
お
り
、
清
か
ら
時
憲

暦
書
を
受
領
し
て
い
た
。
し
か
し
、
金
氏
の
家
学
を
基
に
作
成
し
た
琉
球
暦
書
は
必
ず
し
も
同
年
の
時
憲
暦
書
と
一
致

し
て
お
ら
ず
、
琉
球
王
国
は
従
来
の
暦
法
に
「
舛
誤
」
が
あ
る
と
し
、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
に
楊
春
枝
と
い
う
留
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学
生
を
福
建
に
派
遣
し
た
。

　

明
成
化
元
年
乙
酉
、
王
遣
王
弟
尚
武
等
表
賀
憲
宗
登
極
、
此
時
使
臣
在
閩
、
始
学
造
暦
。
而
年
久
世
遠
、
有
舛

誤
、
由
是
又
令
楊
春
枝
入
閩
、
復
学
暦
法
。（

1（
（

楊
春
枝
は
福
建
で
四
年
間
暦
法
を
勉
強
し
て
い
た
が
、
帰
国
直
後
に
病
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（

11
（

そ
の
後
琉
球
王

国
は
康
煕
十
七
年
（
一
六
七
八
）
に
蔡
肇
功
と
い
う
留
学
生
を
派
遣
し
た
。

　

四
代
祖
湖
城
親
方
肇
功
、
康
凞
十
七
年
戊
午
六
月
為
学
暦
法
事
奉
王
命
到
閩
、
従
薛
一
白
而
学
暦
法
。（
中
略
）

於
暦
法
揣
摩
精
傳
、
至
於
康
凞
壬
戌
六
月
方
得
回
国
。
是
以
掌
暦
法
而
造
大
清
時
憲
暦
頒
行
国
中
。（

11
（

蔡
肇
功
も
福
建
で
四
年
間
暦
法
を
勉
強
し
、
帰
国
後
暦
書
を
作
成
す
る
役
職
に
就
任
し
て
よ
う
や
く
時
憲
暦
書
の
作

成
に
成
功
し
た
。

十
七
世
紀
の
中
頃
に
暦
学
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
生
を
二
人
も
派
遣
し
た
こ
と
か
ら
、
明
清
交
替
期
に
発
生
し
た
中
国

暦
学
の
転
向
は
琉
球
王
国
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
し
か
し
、
時
憲
暦
法
は
内
容
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
四
年
で
そ
れ
を
完
全
マ
ス
タ
ー
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
。
史
書
に
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
本
稿
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で
は
、
楚
南
家
旧
蔵
の
写
本
『
廸
吉
全
書
』
二
冊
を
通
じ
て
、
こ
の
二
人
が
福
建
で
何
を
勉
強
し
た
か
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

三　

楚
南
家
旧
蔵
『
廸
吉
全
書
』

楚
南
家
は
、
魏
姓
の
七
世
良
珠
（
一
七
五
一
～
一
七
八
七
）
を
小
宗
の
祖
と
す
る
家
で
あ
る
。
元
祖
は
首
里
応
氏
大

嶺
親
雲
上
で
あ
り
、
三
十
六
姓
の
欠
を
補
う
と
い
う
形
で
久
米
籍
に
編
入
さ
れ
た
。
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
に

は
、
楚
南
家
に
伝
わ
っ
た
暦
学
関
係
史
料
が
八
冊
あ
る
。（

11
（

王
国
時
代
に
用
い
ら
れ
た
天
文
定
数
と
造
暦
の
規
則
を
詳
し

く
記
載
し
た
た
め
、
琉
球
暦
学
の
具
体
像
を
知
る
好
材
料
と
な
る
。

蔡
肇
功
以
来
、
琉
球
暦
学
は
金
氏
一
族
の
独
占
し
た
家
学
か
ら
、
久
米
村
士
族
の
間
に
共
有
さ
れ
た
学
問
へ
と
変
身

し
た
。
久
米
村
系
家
譜
に
よ
る
と
、
金
氏
の
外
に
、
楊
氏
や
紅
氏
、
蔡
氏
、
曽
氏
、
梁
氏
な
ど
の
家
に
出
身
し
た
人
も

暦
書
作
成
の
役
職
に
就
任
し
た
と
い
う
。（

11
（

ま
た
次
の
文
書
が
示
す
よ
う
に
、
琉
球
王
国
の
後
期
に
な
る
と
、
暦
書
作
成

に
従
事
す
る
役
人
の
数
も
増
加
し
た
。

　

一
通
書
役
二
人
暦
書
ヲ
管
ス
久
米
村
士
族
試
験
ヲ
以
テ
撰
挙
ス
二
年
期
勤
功
ヲ
積
テ
渡
清
総
官
役
ヲ
充
ル

　

一
同
加
勢
七
人
通
書
役
ノ
勤
務
ヲ
助
力
ス
久
米
村
無
禄
士
族
ヨ
リ
ス
年
期
ナ
シ（

11
（
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な
お
、
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
）
に
首
里
城
の
時
報
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
、
久
米
村
士
族
出
身
の
漏
刻
番
役
も
設

け
ら
れ
て
い
た
。（

11
（

漏
刻
番
役
は
日
時
計
と
漏
刻
を
利
用
し
、
決
ま
っ
た
時
刻
に
鐘
で
首
里
の
人
々
に
時
間
を
知
ら
せ
る

役
職
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
役
職
に
就
任
し
た
士
族
に
も
一
定
の
暦
学
の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。

琉
球
王
国
に
と
っ
て
暦
学
の
人
材
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
効
果
的
か
つ
継
続
的
な
人
材
育
成
が
期
待
さ
れ
た
。

十
九
世
紀
の
後
半
に
久
米
村
の
学
校
に
関
す
る
調
査
か
ら
、
暦
学
は
経
書
や
詩
文
、
漢
話
、
漢
字
な
ど
の
科
目
と
と
も

に
子
弟
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

学
科
学
規
試
験
法
及
ヒ
諸
測　

学
科
ハ
経
書
詩
文
漢
話
漢
字
暦
法
ノ
五
科
ア
レ

全
ク
五
科
ヲ
兼
修
セ
ス
一
科

若
ク
ハ
二
科
ヲ
学
フ
凡
ソ
七
八
歳
以
上
十
四
歳
マ
テ
ハ
官
話
ヲ
学
ヒ
十
六
歳
以
上
二
十
四
歳
マ
テ
講
義
ヲ
聴
講
ス

レ

学
習
期
限
ヲ
制
定
セ
ス
詩
文
漢
字
暦
法
ノ
三
科
ハ
教
場
ノ
設
ケ
ナ
ク
シ
テ
而
テ
各
自
師
ヲ
求
メ
就
テ
修
行
ス

ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
年
齢
ノ
定
限
ナ
シ
凡
テ
入
学
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
必
ス
禮
服
ヲ
着
シ
学
校
或
ハ
師
範
家
ニ
就
キ
口
頭
ニ

テ
出
願
シ
許
可
ス
レ
ハ
即
チ
謝
禮
ヲ
述
フ
依
テ
回
禮
ス
ル
ヿ
ナ
シ
ト
云
フ
月
次
試
験
法
並
賞
品
授
与
法
左
ノ
如
シ（

11
（

調
査
報
告
で
は
当
時
使
用
さ
れ
た
暦
学
の
教
材
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
暦
法
科
の
月
次
試
験
の
内
容
は

「
陰
暦
三
ケ
月
分
ヲ
推
歩
」（

11
（

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
や
は
り
暦
書
作
成
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

魏
氏
楚
南
家
の
家
譜
を
見
る
と
、
漏
刻
番
役
の
経
験
を
持
っ
て
い
た
人
は
次
の
よ
う
に
四
人
も
い
た
。
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［
九
世
学
誠
］
道
光
十
三
年
癸
巳
十
二
月
初
一
日
奉　

命
為
漏
刻
御
番
役
【
随
役
俸
禄
四
斛
】

［
十
世
掌
政
］ 

咸
豊
二
年
壬
子
十
二
月
初
一
日
奉　

命
為
漏
刻
御
番
役
【
随
役
俸
禄
四
斛
】
三
年
癸
丑
四
月
因
染

病
症
請　

命
退
職

［
十
世
掌
銓
］ 

咸
豊
五
年
乙
卯
十
二
月
初
一
日
奉　

命
為
漏
刻
御
番
役
【
随
役
俸
禄
四
斛
】
六
年
丙
辰
十
二
月
初

一
日
期
満
退
職

［
十
世
邦
元
］ 
咸
豊
五
年
乙
卯
十
二
月
初
一
日
奉　

命
為
漏
刻
御
番
役
【
随
役
俸
禄
四
斛
】
六
年
丙
辰
十
二
月
初

一
日
期
満
退
職（

11
（

暦
学
関
係
史
料
が
楚
南
家
由
来
の
文
書
群
に
入
っ
た
こ
と
は
、
魏
学
誠
ら
が
首
里
城
の
漏
刻
番
役
に
勤
め
た
経
歴
と

か
か
わ
る
だ
ろ
う
。
久
米
村
士
族
の
間
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
暦
学
書
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
琉
球
暦
学
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

写
本
『
廸
吉
全
書
』
二
冊
は
、『
廸
吉
全
書　

筭
盈
差
縮
差
法
』（
請
求
記
号
：
一
八
）』
と
『
廸
吉
全
書
』（
請
求
記

号
：
一
九
）
か
ら
な
る
。『
廸
吉
全
書　

筭
盈
差
縮
差
法
』（
請
求
記
号
：
一
八
）
の
表
紙
に
「
三
冊
之
内　

廸
吉
全
書　

筭
盈
差
縮
差
法　

壱
冊
」
と
墨
筆
で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
『
廸
吉
全
書
』（
請
求
記
号
：
一
九
）
の
第
一
葉
に
は

「
廸
吉
全
書　

共
三
本
」
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
も
と
も
と
は
三
冊
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
本
稿
で
は
現
存
す

る
二
冊
の
写
本
を
一
括
し
て
『
廸
吉
全
書
』
と
呼
び
、『
廸
吉
全
書　

筭
盈
差
縮
差
法
』（
請
求
記
号
：
一
八
）
を
第
一
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冊
と
し
、『
廸
吉
全
書
』（
請
求
記
号
：
一
九
）
を
第
二
冊
と
す
る
。

第
一
冊
『
廸
吉
全
書
』
に
は
一
葉
の
「
覚
」
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
次
で
あ
る
。

　
　

覚

一
大
通
書
壱
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
古
波
蔵
通
事
親
雲
上
伝
授

一
節
気
時
刻
書
壱
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
城
親
方
伝
授

一
推
日
出
入
法
書
壱
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同

　

但
節
気
時
刻
書
を
以
て
添
置
候
故
三
冊
成
ル

一
推
大
小
書
壱
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同

　

右
暦
書
湖
城
親
方
前
古
波
蔵
通
事
親
雲
於
唐
被
致
稽
古
礼
銀
一
貫
自
宅
を
以

　

秘
伝
書
写
来
是
ニ
而
毎
年
之
暦
作
り
申
候
處
年
数
久
敷
相
歴
申
ニ
付
地
紙

　

古
き
過
小
破
ニ
罷
成
所
〻
字
共
相
損
シ
帳
面
可
及
大
破
ニ
与
念
れ
奉
存
候
条
此
節
書
写

　

申
様
ニ
被
仰
付
可
被
下
候
以
上

　

亥
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暦
役
与
儀
通
事
親
雲
上

　

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

　

亥
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
城
親
方
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右
申
出
之
通
暦
書
之
儀
者
秘
伝
物
ニ
而
弐
部
与
無
之
候
条
屹
与
書
写
申
様
ニ
被
仰
付
度

　

奉
存
候
且
又
暦
之
儀
者
国
中
ニ
無
之
候
而
不
相
叶
肝
要
成
御
用
ニ
而
御
座
候
處

　

彼
壱
部
宅
計
有
之
儀
無
用
心
ニ
而
御
座
候
条
迚
茂
此
節
弐
部
相
写
一
部
者
天
妃
江

　

格
護
被
仰
付
置
度
奉
存
候
此
等
之
趣
宜
様
ニ
御
披
露
頼
上
候
以
上

　

亥
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
史
屋
部
親
雲
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
喜
友
名
里
親
雲
上（

1（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
役
名
護
親
方

そ
の
「
覚
」
に
よ
る
と
、「
湖
城
親
方
」
と
「
前
古
波
蔵
通
事
親
雲
上
」
は
唐
即
ち
中
国
で
暦
学
を
勉
強
し
、
彼
ら

が
伝
授
し
た
書
物
は
琉
球
暦
書
作
成
の
参
考
書
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
書
物
自
体
は
古
く
て
破
損
し
た
た
め
、
久
米
村
士

族
は
改
め
て
二
部
の
写
し
を
作
り
、
そ
の
中
の
一
部
を
天
妃
宮
に
収
め
た
と
い
う
。
書
写
作
業
の
完
成
は
「
亥
四
月
」

と
思
わ
れ
、
伝
授
者
の
一
人
で
あ
る
湖
城
親
方
も
書
写
作
業
に
取
り
込
ん
だ
。「
覚
」
の
最
後
に
は
、
当
時
の
長
史
で

あ
っ
た
「
屋
部
親
雲
上
」
と
「
喜
友
名
里
親
雲
上
」、
そ
し
て
惣
役
で
あ
っ
た
「
名
護
親
方
」
が
名
を
署
し
た
。

蔡
氏
の
家
譜
に
よ
る
と
、
蔡
肇
功
の
位
階
は
ま
さ
に
「
湖
城
親
方
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
琉
球
国
旧
記
』
に
は
、

楊
春
枝
の
位
階
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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康
熙
四
年
乙
巳
十
月
、
楊
春
枝
古
波
藏
通
事
親
雲
上
奉
命
従
司
暦
官
金
守
約
手
登
根
親
雲
上
学
暦
法
。（

11
（

し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
覚
」
に
お
け
る
「
湖
城
親
方
」
と
「
前
古
波
蔵
通
事
親
雲
上
」
は
中
国
で
暦
学
を
学
ん
だ
蔡

肇
功
と
楊
春
枝
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

蔡
肇
功
自
身
が
暦
学
関
係
書
物
の
書
写
作
業
に
取
り
込
ん
だ
以
上
、
そ
の
「
覚
」
に
出
た
他
の
人
も
彼
と
同
時
代
の

人
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
頃
、
久
米
村
の
惣
役
を
務
め
、
し
か
も
名
護
親
方
の
位
階
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

程
順
則
で
あ
っ
た
。
程
順
則
は
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
の
年
末
に
名
護
間
切
の
総
地
頭
と
な
り
、
雍
正
十
二
年

（
一
七
三
四
）
の
年
末
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
書
写
作
業
は
こ
の
間
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。（

11
（

雍
正
九
年

（
一
七
三
一
）
の
干
支
は
辛
亥
で
あ
っ
た
た
め
、「
覚
」
に
出
た
「
亥
四
月
」
は
そ
の
年
の
四
月
を
指
す
だ
ろ
う
。

当
時
書
写
さ
れ
た
書
物
の
名
も
「
覚
」
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
「
節
気
時
刻
」
即
ち
二
十
四
節

気
の
定
め
方
に
関
す
る
書
物
は
数
点
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
蔡
肇
功
が
伝
授
し
た
書
物
の
中
に
は
「
節
気
時
刻
書
」
が

一
冊
あ
り
、
ま
た
「
推
日
出
入
法
書
」
に
も
二
十
四
節
気
の
定
め
方
に
関
す
る
内
容
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

た
だ
、
現
存
『
廸
吉
全
書
』
二
冊
の
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
に
抄
録
さ
れ
た
書
物
と
完
全
に

一
致
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
第
一
冊
『
廸
吉
全
書
』
は
、
冒
頭
か
ら
前
述
し
た
「
覚
」
ま
で
、「
筭
盈
差
縮
差
法
」
と
、「
乗
限
法
」、

「
筭
遅
疾
差
度
分
法
」、「
加
減
差
法
」、「
定
朔
望
」、「
大
統
暦
法
」、「
西
洋
暦
法
」、「
夫
婦
交
會
宜
旺
相
日
」、「
夫
婦
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交
會
宜
避
忌
日
」、「
筭
男
女
歌
訣
」、「
筭
得
病
生
死
法
」、「
遂
月
祈
祷
吉
日
」
な
ど
の
条
で
、
月
日
の
定
め
方
や
暦
注

の
付
け
方
を
短
く
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
覚
」
の
後
は
「
原
任
欽
天
監
訂
正
暦
法
監
官　

今
官
福
州
府
陰
陽
学
事

薛
長
庚
録　

廸
吉
全
書
」（
以
下
、
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
と
略
す
る
）
と
い
う
書
物
の
写
し
で
あ
る
。

第
二
冊
『
廸
吉
全
書
』
の
冒
頭
も
「
二
筭
盈
差
縮
差
法
」
と
、「
一
乗
限
法
」、「
三
筭
遅
疾
差
度
分
法
」、「
四
加
減

差
法
」、「
定
朔
望
」
な
ど
の
条
で
ま
と
め
た
月
日
の
定
め
方
で
、
第
一
冊
『
廸
吉
全
書
』
の
冒
頭
に
似
て
い
る
。
そ
の

あ
と
は
、「
歩
気
朔
巻
之
一
」
か
ら
は
じ
ま
る
書
名
未
詳
の
暦
学
著
作
六
巻
で
あ
る
。

『
廸
吉
全
書
』
二
冊
の
構
造
と
「
覚
」
に
記
さ
れ
た
書
物
の
名
を
比
較
す
る
と
、
両
者
は
一
対
一
の
関
係
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
現
存
写
本
『
廸
吉
全
書
』
二
冊
の
中
に
は
二
十
四
節
気
に
関
す
る
記
述
が
多
い
と
い
う
特
徴

は
、
前
述
し
た
「
覚
」
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
十
七
世
紀
の
中
頃
に
琉
球
王
国
の
直
面
し
た
暦
学
上
の
課
題

は
、
二
十
四
節
気
の
定
め
方
と
の
関
連
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

四　

二
十
四
節
気
の
定
め
と
閏
月
の
設
置

中
国
に
お
け
る
大
統
暦
法
か
ら
時
憲
暦
法
へ
の
移
行
は
、
日
食
予
報
の
精
度
向
上
か
ら
出
発
し
、
太
陽
の
運
行
を
よ

り
精
密
に
把
握
で
き
る
テ
ィ
コ
体
系
を
全
面
導
入
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
宣
教
師
は
テ
ィ
コ
体
系

の
宇
宙
論
を
根
拠
に
、
従
来
の
二
十
四
節
気
の
定
め
方
を
変
え
よ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
大
統
暦
法
と
時
憲
暦
法
に
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お
け
る
二
十
四
節
気
の
定
め
方
は
根
本
か
ら
違
う
た
め
、
二
つ
の
定
め
方
が
ぶ
つ
か
り
、
中
国
及
び
周
辺
諸
国
の
暦
書

作
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
社
会
的
な
混
乱
さ
え
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

二
十
四
節
気
は
、
一
年
を
太
陽
の
運
行
に
合
わ
せ
て
分
け
た
二
十
四
の
期
間
で
あ
る
。
大
統
暦
法
は
、
一
太
陽
年
を

均
等
に
二
十
四
の
期
間
に
分
け
る
と
い
う
「
平
気
法
」
を
と
る
。
こ
の
場
合
、
諸
節
気
に
当
た
る
期
間
の
日
数
は
同
様

で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
テ
ィ
コ
体
系
に
基
づ
い
た
時
憲
暦
法
は
「
定
気
法
」
と
い
う
方
法
を
と
り
、
黄
道
（
太
陽
が
移
動
す

る
天
球
上
の
道
）
を
二
十
四
等
分
し
、
太
陽
が
一
等
分
点
を
通
過
す
る
ご
と
に
一
個
の
節
気
の
日
付
を
決
め
る
。
太
陽

は
始
終
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
移
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
定
気
法
で
算
出
し
た
諸
節
気
に
当
た
る
期
間
も
不
均
等
的

で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
冬
至
前
後
の
節
気
に
当
た
る
期
間
は
よ
り
短
く
、
夏
至
前
後
の
節
気
に
当
た
る
期
間
は

よ
り
長
く
な
っ
て
し
ま
う
。

宣
教
師
は
、
平
気
法
よ
り
定
気
法
の
ほ
う
が
天
の
運
行
に
合
う
と
主
張
し
、
次
の
よ
う
に
定
気
法
の
合
理
性
を
述
べ

て
い
る
。

　

舊
法
平
氣
非
天
上
真
節
氣
也
。（
中
略
）
凡
此
皆
于
舊
曆
則
遠
、
于
天
行
則
合
、
豈
得
舎
天
弗
從
而
從
舊
乎
。（

11
（

し
か
し
、
宣
教
師
が
唱
え
た
定
気
法
は
当
時
の
中
国
人
暦
学
者
に
批
判
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
次



394

の
よ
う
な
指
摘
が
現
れ
た
。

　

問
『
授
時
』
既
知
有
定
氣
、
何
為
不
以
注
曆
。
曰
「
古
者
注
曆
、
只
用
恒
氣
、
為
置
閏
地
也
。」『
春
秋
傳
』
曰

「
先
王
之
正
時
也
。
履
端
於
始
、
舉
正
於
中
、
歸
邪
於
終
。【
邪
與
餘
同
、
謂
餘
分
也
。】
履
端
於
始
、
序
則
不
愆
。

舉
正
於
中
、
民
則
不
惑
。
歸
邪
於
終
、
事
則
不
悖
。」
蓋
謂
推
步
者
必
以
十
一
月
朔
日
冬
至
為
起
算
之
端
、
故
曰

履
端
於
始
、
而
序
不
愆
也
。
又
十
二
月
之
中
氣
、
必
在
其
月
。
如
月
内
有
冬
至
、
斯
為
仲
冬
十
一
月
。
月
内
有
雨

水
、
斯
為
孟
春
正
月
。
月
内
有
春
分
、
斯
為
仲
春
二
月
。
餘
月
並
同
。
皆
以
本
月
之
中
氣
、
正
在
本
月
三
十
日
之

中
、
而
後
可
名
之
為
此
月
、
故
曰
舉
正
於
中
、
民
則
不
惑
也
。
若
一
月
之
内
只
有
一
節
氣
而
無
中
氣
、
則
不
能
名

之
為
何
月
、
斯
則
餘
分
之
所
積
而
為
閏
月
矣
。
閏
即
餘
也
。
前
此
餘
分
累
積
、
歸
於
此
月
而
成
閏
月
。
有
此
閏

月
、
以
為
餘
分
之
所
歸
、
則
不
致
春
之
月
入
于
夏
、
且
不
致
今
冬
之
月
入
於
明
春
、
故
曰
歸
邪
於
終
、
事
則
不
悖

也
。
然
惟
以
恒
氣
注
曆
、
則
置
閏
之
理
易
明
。（

11
（

右
の
記
述
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
授
時
暦
法
を
ま
と
め
た
暦
学
者
は
す
で
に
定
気
法
を
知
っ
て
い
た
が
、
あ
え
て

平
気
法
を
二
十
四
節
気
の
定
め
方
と
し
た
の
は
、「
置
閏
」
即
ち
閏
月
の
設
置
の
た
め
で
あ
る
。

二
十
四
節
気
は
、
十
二
の
節
気
と
十
二
の
中
気
か
ら
な
る
。
節
気
と
中
気
は
交
互
に
置
か
れ
て
お
り
、
一
般
的
に

は
、
ひ
と
月
に
一
個
の
節
気
と
一
個
の
中
気
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
立
春
」
は
正
月
の
節
気
で
、「
雨
水
」
は
正
月
の
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中
気
で
あ
る
。
十
二
の
中
気
は
閏
月
を
設
け
る
基
準
と
さ
れ
て
お
り
、
暦
書
作
成
の
時
に
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

中
国
を
含
む
前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
で
用
い
ら
れ
た
太
陰
太
陽
暦
は
、
月
の
満
ち
欠
け
す
る
周
期
で
あ
る
朔
望
月
を
基
本

と
し
、
太
陽
の
運
行
に
よ
る
周
期
即
ち
太
陽
年
を
参
考
に
季
節
の
ず
れ
を
調
整
し
て
い
く
の
あ
る
。
十
二
の
朔
望
月
は

一
太
陽
年
に
対
し
毎
年
約
十
一
日
ず
れ
る
た
め
、
閏
月
の
挿
入
で
調
節
す
る
。
中
気
の
な
い
月
を
閏
月
に
し
、
十
九
年

に
閏
月
を
七
回
挿
入
す
る
。
し
が
た
っ
て
、
二
十
四
節
気
を
定
め
る
こ
と
は
、
閏
月
の
配
列
を
決
め
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
の
定
め
方
が
変
わ
る
と
、
暦
書
に
お
け
る
閏
月
の
位
置
も
当
然
変
わ
っ
て
く
る
。

宣
教
師
は
中
国
人
暦
学
者
の
批
判
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
定
気
法
に
修
正
を
加
え
、
時
憲
暦
法
に
お
け
る
二
十
四

節
気
の
定
め
方
を
最
終
的
に
決
定
し
た
。

　

求
閏
月
、
以
前
後
兩
年
有
冬
至
之
月
為
准
。
中
積
十
三
月
者
、
以
無
中
節
之
月
、
從
前
月
置
閏
。
一
歳
中
兩
無

中
氣
者
、
置
在
前
無
中
氣
之
月
為
閏
。（

11
（

冬
至
の
あ
る
月
か
ら
次
の
冬
至
の
あ
る
月
ま
で
の
間
に
十
三
の
月
が
あ
る
場
合
、
中
気
の
な
い
月
を
閏
月
と
す
る
。

も
し
中
気
の
な
い
月
が
二
つ
も
あ
れ
ば
、
先
に
来
る
月
を
閏
月
に
選
ぶ
。
こ
れ
が
時
憲
暦
法
に
お
け
る
閏
月
を
設
置
す

る
方
法
で
あ
り
、
大
統
暦
法
に
お
け
る
閏
月
を
設
置
す
る
方
法
と
全
く
異
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
統
暦
法
の
平
気
法
と
時
憲
暦
法
の
定
気
法
で
算
出
さ
れ
た
二
十
四
節
気
に
当
た
る
期
間
の
長
さ
は
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異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
年
で
も
大
統
暦
書
と
時
憲
暦
書
に
お
け
る
閏
月
の
位
置
が
違
う
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、

社
会
的
混
乱
さ
え
生
じ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
清
が
北
京
を
占
領
し
た
直
後
、
明
の
皇
族
は
中
国
南
部
で
弘
光
や
隆
武
、
永
暦
な
ど
南
明
諸
政
権
を
建

て
引
き
続
き
大
統
暦
法
を
用
い
て
大
統
暦
書
を
作
成
し
て
い
た
。
庚
寅
年
（
一
六
五
〇
）
に
清
は
南
明
の
永
暦
政
権
か

ら
廣
東
・
廣
西
を
奪
い
、
そ
こ
に
官
僚
を
派
遣
し
た
。
南
下
し
た
清
の
官
僚
は
時
憲
暦
書
、
地
元
の
住
民
は
依
然
と
し

て
大
統
暦
書
を
使
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
統
暦
書
で
は
庚
寅
年
（
一
六
五
〇
）
に
閏
十
一
月
を
設
け
、
さ
ら
に
翌
辛
卯
年
（
一
六
五
一
）
は
平

年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
時
憲
暦
書
で
は
翌
辛
卯
年
（
一
六
五
一
）
に
閏
二
月
を
置
い
た
。
当
時
の
知
識
人
は
次

の
よ
う
に
、
閏
月
の
違
い
に
よ
る
混
乱
を
描
い
て
い
る
。

　

庚
寅
年
大
統
暦
、
両
広
雲
貴
地
方
永
暦
於
己
丑
年
十
月
朔
頒
発
、
閏
月
在
十
一
月
。
広
東
広
州
府
省
城
與
広
西

桂
林
府
省
城
俱
前
十
一
月
内
失
陷
、
下
而
肇
慶
高
雷
潯
梧
平
慶
等
府
一
切
道
府
州
県
大
小
官
属
則
於
十
一
月
下
旬

陸
続
抵
任
、
所
奉
者
大
清
時
憲
暦
也
。
時
憲
閏
月
不
在
庚
寅
而
在
辛
卯
二
月
、
一
時
城
中
官
府
軍
丁
自
北
來
者
、

悉
以
十
二
月
朔
為
辛
卯
元
旦
、
行
拜
賀
禮
。
各
郷
鎮
居
民
仍
永
暦
舊
暦
、
則
以
辛
卯
年
二
月
朔
日
為
元
旦
。
守

除
、
拜
歳
有
郷
城
之
別
。
至
交
四
月
、
歳
時
始
同
、
亦
一
異
也
。（

11
（
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右
の
記
述
に
よ
る
と
、
辛
卯
年
（
一
六
五
一
）
時
憲
暦
書
の
正
月
は
、
庚
寅
年
（
一
六
五
〇
）
大
統
暦
書
の
十
二
月

に
当
た
り
、
ま
た
辛
卯
年
（
一
六
五
一
）
大
統
暦
書
の
正
月
は
、
辛
卯
年
（
一
六
五
一
）
時
憲
暦
書
の
二
月
に
当
た
っ

た
。
そ
の
た
め
、
南
下
し
た
官
僚
と
地
元
の
住
民
は
、
違
う
時
間
帯
で
正
月
の
儀
礼
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
南
明
の
永
暦
政
権
の
重
臣
で
あ
っ
た
瞿
式
耜
は
「
閲
北
暦
有
感
」
と
い
う
詩
を
詠
み
、
そ
こ
に
も
広
東
・
広
西

に
お
け
る
官
民
の
生
活
時
間
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。

　

閲
北
歴
有
感
【
大
統
歴
閏
十
一
月
新
歴
爲
辛
卯
閏
二
月
】

　

正
朔
殘
年
多
一
月
、
新
書
改
歳
閏
三
春
。
羈
囚
度
刻
如
經
劫
、
天
子
蒙
塵
已
數
旬
。
但
願
履
端
開
泰
運
、
豈
將

暦
數
問
疇
人
。
唯
余
有
夢
占
疇
昔
、
看
到
清
明
辨
假
真
。（

11
（

な
お
、
李
氏
朝
鮮
に
も
そ
れ
と
類
似
し
た
混
乱
が
起
き
た
。
順
治
五
年
（
一
六
四
八
）、
清
は
李
氏
朝
鮮
に
閏
四
月

を
設
け
た
時
憲
暦
書
を
賜
っ
た
が
、
大
統
暦
法
を
使
用
し
た
李
氏
朝
鮮
で
は
三
月
に
閏
月
を
設
置
し
た
。
い
つ
祭
祀
を

行
う
べ
き
か
と
、
李
氏
朝
鮮
の
官
僚
は
迷
っ
た
の
で
あ
る
。

　

丙
子
以
後
、
中
原
與
我
国
、
暦
書
無
不
相
同
。
而
独
於
今
年
、
閏
法
相
錯
、
此
必
日
官
推
算
錯
誤
之
所
致
。
若

閏
在
四
月
為
是
、
則
今
月
祭
享
国
忌
並
皆
失
時
、
殊
極
未
安
。（

11
（
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『
朝
鮮
実
録
』
に
は
、
礼
曹
は
朝
鮮
国
王
に
閏
月
の
推
算
が
間
違
っ
た
と
報
告
し
た
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
李

氏
朝
鮮
は
ま
だ
明
清
交
替
期
に
お
け
る
中
国
暦
学
の
転
向
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
閏
月
の
ず
れ
を
「
日
官
」
の
ミ
ス
に

起
因
し
た
と
す
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

暦
書
に
お
け
る
閏
月
の
設
置
問
題
は
琉
球
王
国
に
も
起
き
た
と
思
わ
れ
る
。
琉
球
王
国
は
順
治
年
間
（
一
六
四
四
～

一
六
六
一
）
に
清
に
称
臣
し
た
が
、
依
然
と
し
て
大
統
暦
法
を
用
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
首
里
士
族
阿
姓
前
川
家
の

家
譜
に
よ
る
と
、
第
八
世
国
卿
は
順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
閏
正
月
に
貝
摺
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
。（

11
（

ま
た
、
同
じ
大

統
暦
法
を
施
行
し
て
い
た
南
明
の
永
暦
政
権
も
正
月
に
閏
月
を
設
け
た
。（

1（
（

し
か
し
、
こ
の
年
の
時
憲
暦
書
は
閏
三
月
に

な
り
、
従
来
の
大
統
暦
法
で
算
出
し
た
閏
月
と
は
異
な
っ
た
。

大
統
暦
法
か
ら
時
憲
暦
法
へ
の
切
り
替
え
は
、
二
十
四
節
気
の
定
め
方
、
さ
ら
に
閏
月
の
設
置
法
の
変
更
を
意
味
し

て
い
る
。
こ
れ
が
大
統
暦
法
で
作
成
さ
れ
た
琉
球
暦
書
に
「
舛
誤
」
が
出
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
琉
球
王
国
が
派
遣
し
た

二
人
の
留
学
生
も
、
明
清
交
替
期
に
お
け
る
二
十
四
節
気
の
定
め
方
に
よ
る
閏
月
の
乱
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
福
建

に
向
い
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
二
人
は
福
建
か
ら
持
ち
帰
っ
た
暦
学
の
知
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

五　

大
統
暦
法
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
時
憲
暦
法

こ
こ
で
ま
ず
楊
春
枝
の
学
ん
だ
暦
学
の
知
識
を
考
察
す
る
。
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『
琉
球
国
旧
記
』
に
は
、
楊
春
枝
の
経
歴
が
次
の
よ
う
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

康
熙
六
年
丁
未
奉
命
赴
閩
学
暦
法
、
四
載
而
帰
。
康
熙
九
年
庚
戌
八
月
、
題
請
刻
板
暦
書
、
未
及
成
功
、
辛
亥

之
秋
不
幸
而
病
死
。
其
弟
楊
春
栄
亦
従
金
守
約
而
学
暦
法
、
尽
得
其
法
焉
。
康
熙
十
二
年
癸
丑
奉
命
為
司
暦
官
、

至
甲
寅
刻
板
已
成
而
遂
印
造
通
行
于
国
中
。（

11
（

楊
春
枝
は
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
に
福
建
に
向
か
い
、
そ
こ
で
暦
学
を
勉
強
し
て
お
り
、
同
九
年
（
一
六
七
〇
）

に
帰
国
し
た
。
康
煕
四
年
（
一
六
六
五
）
か
ら
同
八
年
（
一
六
六
九
）
ま
で
は
大
統
暦
の
一
時
復
活
時
期
で
あ
り
、
楊

春
枝
の
留
学
期
間
と
重
な
っ
た
。
で
は
、
楊
春
枝
は
福
建
で
ど
の
よ
う
な
暦
学
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

写
本
『
廸
吉
全
書
』
に
は
、
楊
春
枝
の
福
建
留
学
と
か
か
わ
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
冊
『
廸
吉
全
書
』

の
後
半
に
載
せ
ら
れ
た
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
で
あ
る
。

薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
の
冒
頭
に
は
、「
定
月
大
月
小
法
」
と
い
う
条
（
第
二
十
三
葉
表
～
第
二
十
六
葉
裏
）
が

あ
り
、「
月
大
月
小
如
何
同
、
六
十
二
年
説
与
君
。
年
前
大
小
此
為
例
、
次
第
依
求
理
自
通
」
と
い
う
詩
歌
で
月
の
大

小
を
定
め
る
方
法
を
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
甲
辰
年
か
ら
己
酉
年
ま
で
六
十
二
年
間
の
大
小
暦
を
付
録
と
し
て
添
付

し
て
い
る
。

『
明
実
録
』
と
『
清
実
録
』、
そ
し
て
現
存
す
る
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
一
六
四
四
）・
南
明
諸
政
権
に
配
布
さ
れ
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た
暦
書
の
大
小
月
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
条
に
付
録
と
し
て
付
け
ら
れ
た
大
小
暦
は
、
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）

甲
辰
か
ら
、
康
煕
八
年
（
一
六
六
九
）
己
酉
に
か
け
た
大
小
暦
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

『
琉
球
国
旧
記
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
楊
春
枝
が
康
熙
九
年
（
一
六
七
〇
）
の
八
月
に
暦
書
作
成
と
請
う
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
彼
が
福
建
か
ら
琉
球
に
帰
っ
た
の
は
、
康
煕
九
年
（
一
六
七
〇
）
八
月
以
前
の
こ
と
だ
と
推
測
で
き

る
。
こ
の
「
定
月
大
月
小
法
」
と
い
う
条
は
楊
春
枝
が
伝
授
し
た
テ
キ
ス
ト
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

「
定
月
大
月
小
法
」
は
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
の
冒
頭
部
に
当
た
る
。
明
清
時
代
の
中
国
で
は
『
新
刻
司
台
訂
正

萬
用
迪
吉
通
書
大
成
』
十
八
巻
な
ど
、
暦
学
・
易
学
を
扱
う
書
物
が
流
行
っ
て
お
り
、
ま
た
『
劉
氏
家
蔵
闡
微
通
書
』

や
『
催
福
通
書
』
な
ど
暦
学
書
が
あ
っ
た
か
ら
、
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
は
「
覚
」
に
記
さ
た
楊
春
枝
の
伝
授
し
た

「
大
通
書
」
或
い
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。（

11
（

薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
の
表
紙
の
写
し
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、

薛
一
白
名
【
長
庚
】
精
擇
吉
日

年
造
迪
吉
全
書
發
兊
家

住
【
南
門
】
天
皇
嶺
下
隆
普
営

と
あ
り
（
第
二
十
一
葉
表
）、
作
者
と
思
わ
れ
る
薛
長
庚
は
「
一
白
」
と
も
称
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
清
人
の
筆
記
に
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よ
る
と
、
薛
一
白
は
福
州
出
身
で
、
暦
算
や
風
水
に
通
じ
る
と
い
う
。（

11
（

な
お
、
蔡
肇
功
の
家
譜
に
も
、
彼
は
福
建
で

「
薛
一
白
」
と
い
う
人
を
師
事
し
た
記
載
が
見
ら
れ
る
。（

11
（

し
が
た
っ
て
、
薛
長
庚
（
薛
一
白
）
は
明
清
交
替
期
に
福
建

で
暮
ら
し
て
い
た
暦
学
者
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
の
冒
頭
に
お
け
る
「
定
月
大
月
小
法
」
の
条
に
戻
り
、
そ
の
内
容
を
考
察
す

る
。
こ
の
付
録
に
掲
載
さ
れ
た
大
小
暦
は
、
三
段
階
に
大
別
で
き
る
。

最
初
の
段
階
は
、
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）
か
ら
、
崇
禎
十
六
年
＝
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
ま
で
で
あ
る

（
第
二
十
三
葉
表
～
第
二
十
五
葉
表
）。
こ
の
段
階
で
は
、
閏
月
を
含
む
諸
月
の
大
小
は
全
部
、
大
統
暦
法
を
参
照
に
算

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
の
段
階
は
、
順
治
二
年
か
ら
（
一
六
四
五
）
か
ら
、
順
治
十
八
年
（
一
六
六
一
）
ま
で
で
あ
る
（
第
二
十
五
葉
裏

～
第
二
十
六
葉
表
）。
清
が
既
に
時
憲
暦
法
に
切
り
替
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
段
階
の
大
小
暦
（
閏
月
を
含
む
）

は
従
来
の
大
統
暦
法
に
従
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
こ
の
付
録
で
は
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
に
閏
六
月
を
設
け
た

が
、
そ
れ
は
大
統
暦
法
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
第
二
十
五
葉
裏
）。
ま
た
、
順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
の
時

憲
暦
法
で
は
三
月
に
閏
月
を
設
け
た
が
、
こ
の
付
録
で
は
閏
正
月
と
し
た
。

最
後
の
段
階
は
、
康
煕
元
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
、
康
煕
八
年
（
一
六
六
九
）
ま
で
で
あ
る
（
第
二
十
六
葉
裏
～
第

二
十
七
葉
表
）。
こ
の
段
階
で
は
、
閏
月
を
含
む
諸
月
の
大
小
は
清
の
朝
廷
と
同
調
し
て
い
た
。
大
統
暦
法
を
一
時
復

活
し
た
康
煕
四
年
（
一
六
六
五
）
か
ら
同
八
年
（
一
六
六
九
）
ま
で
の
大
小
暦
は
す
べ
て
大
統
暦
法
で
算
出
さ
れ
た
も



402

の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
年
は
時
憲
暦
法
で
算
出
さ
れ
た
大
小
暦
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
閏
月
の
設
置
に
も
同
じ
傾
向
が

見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
定
月
大
月
小
法
」
の
条
に
は
大
統
暦
法
で
算
出
さ
れ
た
大
小
暦
も
あ
れ
ば
、
時
憲
暦
法
で
算
出
さ

れ
た
大
小
暦
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
条
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
詩
歌
で
は
大
統
暦
法
と
時
憲
暦
法
の
区
別
を
指
摘
し

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
詩
歌
の
下
に
小
字
で
「
陽
年
対
陽
年
推
、
陰
年
対
陰
年
推
」
と
い
う
文
が
書
か
れ
て
お
り
、

付
録
に
載
せ
た
各
年
を
陽
と
陰
の
概
念
だ
け
で
分
け
ら
れ
い
た
。
大
統
暦
法
と
時
憲
暦
法
は
、
こ
こ
で
混
ざ
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
え
る
。

薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
の
後
半
部
に
あ
た
る
二
十
四
節
気
の
定
め
方
に
も
、
大
統
暦
法
と
時
憲
暦
法
の
混
同
傾
向

が
目
立
つ
。
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
で
は
、
ま
ず
「
西
洋
新
法
」
即
ち
時
憲
暦
法
に
お
け
る
二
十
四
節
気
を
定
め
方

を
説
き
、
諸
節
気
に
あ
た
っ
た
不
均
等
的
な
期
間
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

　

立
春
至
雨
水
十
四
日
零
十
時　

雨
水
至
驚
蟄
十
四
日
十
一
時
四
刻　

驚
蟄
至
春
分
十
五
日
一
時
一
刻
（
中
略
）

大
寒
至
立
春
十
四
日
九
時　

（
第
八
十
四
葉
表
・
裏
）

さ
ら
に
、
時
憲
暦
法
と
「
古
法
」
つ
ま
り
大
統
暦
法
の
間
に
は
毎
年
、
一
刻
の
ず
れ
が
生
じ
て
、
十
年
後
の
ず
れ
は

一
時
、
百
二
十
年
後
の
ず
れ
は
一
日
に
も
な
る
と
い
う
問
題
点
を
述
べ
て
い
た
。
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拠
新
法
自
某
時
某
刻
交
春
起
、
至
次
年
某
時
某
刻
交
春
上
一
刻
止
、
毎
年
共
得
三
百
六
十
五
日
三
時
、
全
合
周

天
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
一
。
比
古
法
、
毎
年
新
法
多
一
刻
。
以
十
年
計
之
、
則
多
一
時
、
至
一
百
二
十
年
則

過
一
日
。
庚
思
自
古
以
来
交
節
交
気
時
刻
不
容
差
□
、
况
一
日
乎
。
矧
愈
去
愈
遠
、
而
至
于
差
誤
數
十
日
乎
。
是

以
疑
不
可
行
。（
第
八
十
四
葉
裏
）

さ
ら
に
、
薛
長
庚
は
そ
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
た
。

　

今
庚
竊
立
一
法
、
以
古
法
為
素
、
以
新
法
為
絢
、
古
法
從
新
法
而
存
、
新
法
由
古
法
而
立
、
則
万
古
不
差
。

（
第
八
十
四
葉
裏
）

そ
の
や
り
方
は
次
の
で
あ
る
。

　

依
古
法
推
算
、
今
年
雨
水
、
明
年
春
、
天
干
不
動
、
加
兩
辰
。
二
十
四
気
皆
依
此
時
加
三
刻
、
萬
年
靈
。
並
依

六
十
六
刻
推
算
刻
法
、
得
二
十
二
年
一
週
、
毎
年
某
時
某
刻
立
春
起
算
、
至
下
年
某
時
某
刻
立
春
前
一
刻
止
、
共

得
三
百
六
十
五
日
二
時
七
刻
零
。
是
三
時
少
一
刻
也
。
今
將
崇
禎
十
三
年
庚
辰
歳
起
、
至
癸
亥
年
止
、
統
算
明

白
、
開
載
於
後
、
以
助
推
算
便
覽
。（
第
八
十
五
葉
表
）
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こ
こ
で
薛
長
庚
は
、
一
年
の
長
さ
を
調
節
す
る
こ
と
で
二
十
二
年
を
一
回
り
と
す
る
循
環
を
作
る
と
考
案
し
て
い

た
。
ま
ず
、
新
た
な
調
節
法
で
決
め
た
一
年
の
長
さ
を
二
十
四
に
均
等
に
分
け
、
大
統
暦
法
に
お
け
る
二
十
四
節
気
の

時
刻
を
算
出
す
る
。
次
に
、
均
等
に
分
け
ら
れ
た
二
十
四
の
期
間
に
対
し
て
足
し
算
あ
る
い
は
引
き
算
を
行
い
、

二
十
四
節
気
の
時
刻
を
算
出
す
る
。
た
と
え
ば
、

立
春　

先
一
日
四
刻
六
時　

退
也
（
第
八
十
六
葉
表
）

と
見
え
る
よ
う
に
、
新
た
な
調
節
法
で
決
め
た
一
年
の
長
さ
を
ふ
ま
え
算
出
さ
れ
た
大
統
暦
法
に
お
け
る
立
春
の
時
刻

に
、
一
日
四
刻
六
時
を
引
く
と
、
時
憲
暦
法
に
お
け
る
立
春
の
時
刻
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
楊
春
枝
は
福
建
で
時
憲
暦
法
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
の
時
憲
暦
法
は
、
福
建
在
住
の

暦
学
者
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、
従
来
の
大
統
暦
法
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
時
憲
暦
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
統
暦
法
が
復
活

し
た
現
実
に
適
応
し
た
や
り
方
と
い
え
る
。
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六　

時
憲
暦
法
の
定
着

で
は
、
蔡
肇
功
は
福
建
で
何
を
学
ん
だ
の
か
。
彼
は
康
煕
十
七
年
（
一
六
七
八
）
に
福
建
に
入
り
、
暦
学
を
勉
強
し

は
じ
め
た
。
同
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
に
帰
国
し
、
時
憲
暦
書
を
作
り
始
め
た
。
彼
が
福
建
で
時
憲
暦
法
を
学
ん
で

そ
れ
を
琉
球
王
国
に
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
従
来
の
通
説
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
二
冊
『
廸
吉
全
書
』
は
新
し
い
可
能
性
を
提
示
す
る
。
そ
こ
に
は
書
名
未
詳
の
暦
学
著
作
六
巻
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
巻
一
の
冒
頭
部
に
次
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
あ
る
（
第
三
葉
）。

大
元
至
元
十
八
年
辛
巳
為
元
至

大
明
成
化
十
三
年
丁
酉
所
距
積
年
共
乙
百
九
十
七
筭
減
一
用
之

大
清
庚
申
年
三
百
九
十
九
年
算

康
煕
十
九
年
（
一
六
八
〇
）
の
干
支
は
庚
申
で
あ
り
、
蔡
肇
功
が
こ
の
年
に
福
建
で
暦
学
を
学
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
書
名
未
詳
の
書
物
は
蔡
肇
功
が
伝
授
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
天
文
定
数
や
造
暦
の
規
則
は
日
本
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
大
明
大
統
暦

法
』
六
巻
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（

11
（

日
本
内
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
大
明
大
統
暦
法
』
は
明
の
周
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相
が
綴
っ
た
暦
学
書
で
あ
り
、
初
刊
は
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）
で
あ
っ
た
。
蔡
肇
功
が
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
学
ん
で
琉

球
王
国
に
持
ち
帰
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
福
建
留
学
中
に
大
統
暦
法
も
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
第
一
冊
『
廸
吉
全
書
』
の
冒
頭
部
に
は
「
大
統
暦
法
」
と
い
う
条
に
、

　

置
歳
周
三
百
六
十
五
万
二
千
四
百
二
十
五
分
在
盤
、
以
暦
元
積
年
在
元
朝
辛
巳
年
起
、
至
大
清
十
八
年
己
末
冬

至
止
、
距
積
三
百
九
十
九
年
、
乗
之
即
得
中
積
分
也
。

と
あ
る
。「
大
清
十
八
年
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
た
め
（
第
三
葉
表
）、
こ
れ
も
蔡
肇
功
が
伝
授
し
た
テ
キ
ス
ト
だ

ろ
う
。
こ
の
「
大
統
暦
法
」
の
条
で
は
、
冬
至
そ
の
他
の
節
気
の
時
刻
を
算
出
す
る
方
法
を
紹
介
し
、
大
統
暦
法
に
よ

る
二
十
四
節
気
の
定
め
方
を
説
明
し
て
い
る
（
第
三
葉
表
～
第
五
葉
表
）。

「
大
統
暦
法
」
の
条
の
す
ぐ
後
に
、「
西
洋
暦
法
」
と
い
う
条
が
来
て
、
時
憲
暦
法
に
よ
る
二
十
四
節
気
の
定
め
方
を

説
い
て
い
る
（
第
七
葉
表
～
第
八
葉
表
）。
そ
の
や
り
方
は
大
統
暦
法
よ
り
難
し
い
が
、
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
に
分

解
し
て
計
算
を
進
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
西
洋
暦
法
」
の
条
は
「
大
統
暦
法
」
の
条
と
内
容
的
に
つ
な
が
り
が
確
認

で
き
る
た
め
、
同
じ
く
蔡
肇
功
が
伝
授
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
西
洋
暦
法
」
の
条
に
、
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立
春　

先
一
日
四
刻
六
時　
　

雨
水　

先
一
日
九
時
二
刻

驚
蟄　

先
二
時　

四
刻　
　
　

春
分　

先
二
日
二
時
二
刻

（
中
略
）

小
寒　

先
五
時
一
刻　
　
　
　

大
寒　

先
十
一
時
三
刻
（
第
七
葉
表
・
裏
）

と
あ
り
、
前
節
で
み
た
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
に
も
見
ら
れ
る
。
薛
長
庚
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
新
し
い
二
十
四
節

気
の
定
め
方
の
説
明
に
は
、
時
憲
暦
法
で
諸
節
気
の
時
刻
を
算
出
す
る
時
に
足
し
引
き
す
る
数
値
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
蔡
肇
功
が
伝
授
し
た
「
西
洋
暦
法
」
の
デ
ー
タ
ー
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
薛
長
庚
録
「
廸
吉
全
書
」
に
出

た
二
十
二
年
を
一
回
り
と
す
る
や
り
方
は
、
蔡
肇
功
が
持
ち
帰
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
蔡
肇
功

が
福
建
で
学
ん
だ
暦
学
は
、
楊
春
枝
の
学
ん
だ
暦
学
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
い
え
る
。
そ
の
頃
、
時
憲
暦
法
は
大
統

暦
法
と
の
競
争
で
既
に
優
位
に
立
っ
て
い
る
た
め
、
蔡
肇
功
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
二
十
四
節
気
の
定
め
方
は
、
そ
の

状
況
に
適
応
し
た
や
り
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
清
交
替
期
に
発
生
し
た
中
国
暦
学
の
転
向
は
、
こ
の
よ
う
に
琉

球
王
国
に
影
響
を
及
び
、
琉
球
暦
学
の
変
容
に
つ
な
が
っ
た
。
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七　

お
わ
り
に

以
上
、
明
清
交
替
期
に
お
け
る
中
国
暦
学
の
転
向
及
び
そ
れ
が
琉
球
暦
学
に
与
え
た
影
響
を
見
て
き
た
。
大
統
暦
法

か
ら
時
憲
暦
法
へ
の
転
向
は
、
伝
統
的
暦
学
を
超
越
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
宣
教
師
の
提
案
で
導
入
さ
れ
た
新

し
い
二
十
四
節
気
の
定
め
方
は
、
閏
月
の
乱
れ
を
も
た
ら
し
、
中
国
な
い
し
東
ア
ジ
ア
社
会
で
混
乱
を
巻
き
起
こ
し

た
。
そ
れ
が
、
琉
球
王
国
に
お
け
る
暦
学
変
容
の
出
発
点
と
思
わ
れ
る
。

一
次
史
料
で
あ
る
写
本
『
廸
吉
全
書
』
二
冊
の
分
析
に
よ
り
、
従
来
の
通
説
と
は
異
な
る
史
実
が
明
ら
か
に
な
り
、

当
時
琉
球
暦
学
に
起
き
た
変
化
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
琉
球
王
国
は
楊
春
枝
と
蔡
肇
功
の
二
人
を
福
建
に
派
遣
し
、

大
統
暦
法
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
時
憲
暦
法
、
さ
ら
に
そ
の
時
憲
暦
法
の
ア
ッ
プ
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
楊

春
枝
と
蔡
肇
功
は
目
下
の
課
題
に
対
応
で
き
る
二
十
四
節
気
の
定
め
方
を
勉
強
し
て
、
そ
れ
を
琉
球
王
国
の
知
識
人
に

伝
授
し
た
の
で
あ
る
。
二
十
四
節
気
の
定
め
方
を
は
じ
め
と
す
る
暦
学
の
知
識
は
、
後
に
久
米
村
士
族
に
引
き
継
が

れ
、
写
本
『
廸
吉
全
書
』
二
冊
と
い
う
形
で
こ
の
世
に
残
さ
れ
て
い
る
。

楊
春
枝
と
蔡
肇
功
が
持
ち
帰
っ
た
暦
学
の
知
識
は
、
福
建
在
住
の
暦
学
者
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
都
か
ら
離

れ
た
地
方
の
知
識
人
が
西
洋
の
宣
教
師
と
行
っ
た
対
話
と
見
な
さ
れ
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
東
西
対
話
の
成
果
は
、
琉

球
王
国
に
伝
わ
り
、
最
終
的
に
は
楚
南
家
旧
蔵
の
写
本
『
廸
吉
全
書
』
二
冊
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
琉
球

王
国
が
周
辺
諸
国
と
地
道
な
交
流
活
動
を
行
う
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
写
本
『
廸
吉
全
書
』
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二
冊
を
は
じ
め
と
す
る
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
た
楚
南
家
由
来
の
暦
学
関
係
史
料
は
、
東
ア
ジ
ア
及

び
世
界
に
お
け
る
琉
球
王
国
の
在
り
方
を
再
考
す
る
手
が
か
り
の
一
つ
と
い
え
る
。
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猷
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、
二
〇
一
四
年
）。

球
陽
研
究
会
編
『
球
陽　

原
文
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）。

計
六
奇
『
明
季
南
略
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）。

顧
廷
龍
主
編
『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
三
七
五
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

『
清
実
録
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）。

『
清
史
稿
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）。

高
津
孝
、
榮
野
川
敦
編
『
増
補
琉
球
関
係
漢
籍
目
録 

： 

近
世
琉
球
に
お
け
る
漢
籍
の
収
集
・
流
通
・
出
版
に
つ
い
て
の
総
合
的
研

究
』
研
究
成
果
報
告
書
別
冊
（
斯
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）。
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塚
田
清
策
『
琉
球
国
碑
文
記　

本
編
』（
啓
学
出
版
、
一
九
七
〇
年
）。

那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）。

那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
七
（
家
譜
資
料
3
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
二
年
）。

潘
鼐
編
『
崇
禎
暦
書　

附
西
洋
新
法
暦
書
増
刊
十
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

『
明
大
統
暦
法
滙
編
』（
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）

『
明
実
録
』（
中
研
院
史
語
所
、
一
九
六
二
～
一
九
六
五
年
）。

『
明
史
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）。

文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料　

三
』（
文
部
省
総
務
局
、
一
八
九
〇
年
）。

『
李
朝
実
録
』
第
三
一
冊
（
中
国
国
家
図
書
館
、
二
〇
一
一
年
）。

【
注
】

（
1
）
大
統
暦
法
か
ら
時
憲
暦
法
へ
の
転
向
に
つ
い
て
は
、
藪
内
清
『
増
補
改
訂　

中
国
の
天
文
暦
法
』（
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
）

の
第
一
編
第
七
章
と
、
杜
昇
雲
ら
編
『
中
国
古
代
天
文
学
的
転
軌
与
近
代
天
文
学
』（
中
国
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

の
上
編
を
参
照
。

（
2
）
真
境
名
安
興
・
島
倉
竜
治
『
沖
縄
一
千
年
史
（
第
四
版
）』（
沖
縄
新
民
報
社
、
一
九
五
二
年
）、
五
九
一
頁
。
謝
必
震
「
福
建

文
化
在
琉
球
的
伝
播
与
影
響
」、（『
東
南
文
化
』
一
九
九
六
年
第
四
号
）、
九
七
頁
。
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（
3
）
渡
嘉
敷
守
「
科
学
・
技
術
」（
那
覇
市
企
画
部
文
化
振
興
課
編
集
『
那
覇
市
史　

通
史
編
第
1
巻
』、
那
覇
市
役
所
発
行
、

一
九
八
五
年
）。

（
4
）
中
鉢
良
護
「
王
府
の
暦
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
沖
縄
文
化
』
第
二
八
巻
一
号
、
一
九
九
三
年
）。

（
5
）『
明
太
祖
実
録
』
巻
二
七
・
「
呉
元
年
十
一
月
乙
末
」
条
（
中
研
院
史
語
所
、
一
九
六
二
年
）、
四
一
五
～
四
一
六
頁
。

（
6
）
李
亮
『
古
暦
興
衰
―
―
授
時
暦
与
大
統
暦
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
7
）『
明
太
祖
実
録
』
巻
七
七
・
「
洪
武
五
年
十
二
月
壬
寅
」
条
（
中
研
院
史
語
所
、
一
九
六
二
年
）、
一
四
一
六
頁
。

（
8
）
中
野
栄
夫
氏
は
、
明
琉
間
の
暦
書
授
受
に
つ
い
て
、「
古
琉
球
時
代
暦
関
係
史
料
（
稿
）」（『
日
本
の
中
の
異
文
化
』
第
三
号
、

二
〇
〇
七
年
）
で
『
明
実
録
』
や
『
歴
代
宝
案
』
に
お
け
る
関
連
史
料
を
ま
と
め
て
い
る
。

（
9
）
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
『
歴
代
宝
案
校
訂
本
』
第
一
冊
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）、
五
四
七
頁
。

（
10
）「
金
氏
家
譜
（
具
志
堅
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企

画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
五
五
頁
。【
】
内
は
割
注
、
下
同
。

（
11
）
塚
田
清
策
『
琉
球
国
碑
文
記　

本
編
』（
啓
学
出
版
、
一
九
七
〇
年
）、
七
二
頁
。

（
12
）「
金
氏
家
譜
（
具
志
堅
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企

画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
五
七
頁
。「
金
氏
家
譜
（
阿
波
連
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資

料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
七
六
頁
。

（
13
）「
金
氏
家
譜
（
阿
波
連
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
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画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
七
六
頁
。

（
14
）「
金
氏
家
譜
（
阿
波
連
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企

画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
七
六
～
七
七
頁
。

（
15
）
孟
森
『
明
史
講
義
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
四
九
頁
。

（
16
）
張
淑
莉
・
陳
曉
中
『
中
国
古
代
的
天
文
機
構
与
天
文
教
育
』（
中
国
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
七
八
頁
。
テ
ィ
コ

体
系
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
天
文
学
者
テ
ィ
コ
・
ブ
ラ
ー
エ
（T

ycho Brahe

）
が
唱
え
た
宇
宙
体
系
で
あ
る
。
テ
ィ
コ
は
恒
星

や
惑
星
の
精
密
な
位
置
観
測
を
行
い
、
近
世
天
文
学
の
開
祖
と
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）『
明
史
』
巻
三
二
六
・
「
意
大
里
亜
伝
」（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、
八
四
六
〇
頁
。

（
18
）『
明
史
』
巻
三
一
・
「
暦
志
」（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、
五
三
〇
頁
。

（
19
）『
明
史
』
巻
三
一
・
「
暦
志
」（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、
五
四
三
頁
。

（
20
）
杜
昇
雲
ら
編
『
中
国
古
代
天
文
学
的
転
軌
与
近
代
天
文
学
』（
中
国
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
一
六
九
～
一
七
〇
頁
。

（
21
）『
球
陽
』
巻
六
・
「
尚
質
王
二
十
年
」
条
、
球
陽
研
究
会
編
『
球
陽　

原
文
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）、
二
二
六
頁
。

（
22
）『
琉
球
国
旧
記
』
巻
四
・
「
事
始
」、
伊
波
普
猷
ら
編
『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
三
冊
（
井
上
書
店
、
一
九
六
二
年
）、
八
四
頁
。

（
23
）「
真
境
名
安
興
編＜

県
史
編
纂
史
料
・
那
覇
ノ
部＞

抜
粋
・
大
宗
蔡
氏
具
志
家
家
譜
」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇

市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
九
三
二
頁
。

（
24
）
高
津
孝
・
榮
野
川
敦
編
『
増
補
琉
球
関
係
漢
籍
目
録 

： 

近
世
琉
球
に
お
け
る
漢
籍
の
収
集
・
流
通
・
出
版
に
つ
い
て
の
総
合
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的
研
究
』
研
究
成
果
報
告
書
別
冊
（
斯
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
に
参
照
。

（
25
）
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇

年
）
を
参
照
。

（
26
）
山
里
長
倍
筆
「
琉
球
藩
官
職
制
」、
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
6　

首
里
王
府
仕
置
2
』（
沖
縄

県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
）、
七
〇
二
頁
。

（
27
）
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇

年
）、
三
七
二
頁
。

（
28
）
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料　

三
』
巻
八
・
「
旧
琉
球
藩
」（
文
部
省
総
務
局
、
一
八
九
〇
年
）、
五
五
三
頁
。

（
29
）
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料　

三
』
巻
八
・
「
旧
琉
球
藩
」（
文
部
省
総
務
局
、
一
八
九
〇
年
）、
五
五
四
頁
。

（
30
）「
魏
姓
家
譜
（
楚
南
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画

部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
四
四
～
四
九
頁
。

（
31
）「
里
」
は
「
里
之
子
」
の
略
か
。

（
32
）『
琉
球
国
旧
記
』
巻
四
・
「
事
始
」、
伊
波
普
猷
ら
編
『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
三
冊
（
井
上
書
店
、
一
九
六
二
年
）、
八
四
頁
。

（
33
）「
程
氏
家
譜
（
名
護
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画

部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
五
四
五
頁
、
五
四
九
頁
。

（
34
）
湯
若
望
（
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
）「
新
暦
暁
或
」、
潘
鼐
編
『
崇
禎
暦
書　

附
西
洋
新
法
暦
書
増
刊
十
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
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二
〇
〇
九
年
）、
一
七
七
一
頁
。

（
35
）
梅
文
鼎
『
暦
算
全
書
』
巻
五
・
「
暦
学
疑
問
補
二
・
再
論
恒
気
定
気
」、
清
乾
隆
二
十
六
年
（
一
七
六
一
）
刊
『
梅
氏
叢
書
輯

要
』
巻
五
十
、『
稀
見
清
代
民
国
叢
書
五
十
種
』
第
九
六
冊
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
五
〇
四
頁
。
な
お
、

『
暦
算
全
書
』
は
『
四
庫
全
書
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
に
引
用
さ
れ
た
部
分
は
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第

七
九
四
冊
・
「
子
部
一
〇
〇
・
天
文
算
法
類
」（
台
湾
商
務
印
書
館
有
限
公
司
、
二
〇
〇
八
年
）
の
七
一
頁
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
36
）『
清
史
稿
』
巻
四
十
八
・
「
時
憲
四
」（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）、
一
七
三
二
頁
。

（
37
）
計
六
奇
『
明
季
南
略
』
巻
十
三
・
「
郷
城
異
歳
」
条
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）、
四
三
六
～
四
三
七
頁
。

（
38
）
瞿
式
耜
『
瞿
宣
文
公
集
』
巻
九
、
顧
廷
龍
主
編
『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
三
七
五
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、

二
九
〇
頁
。

（
39
）『
仁
祖
実
録
』
巻
四
十
九
・
「
仁
祖
二
十
六
年
閏
三
月
壬
申
」
条
、『
李
朝
実
録
』
第
三
一
冊
（
中
国
国
家
図
書
館
、
二
〇
一
一

年
）、
五
七
七
頁
。

（
40
）「
阿
姓
家
譜
（
前
川
家
）」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
七
（
家
譜
資
料
3
）』（
那
覇
市
企
画

部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
二
年
）、
六
頁
。

（
41
）
王
叔
武
「
南
明
史
料
朔
閏
考
異
―
―＜

行
在
陽
秋＞

札
記
」（『
思
想
戦
線
』
一
九
七
九
年
第
三
号
）、
八
五
頁
。

（
42
）『
琉
球
国
旧
記
』
巻
四
・
「
事
始
」、
伊
波
普
猷
ら
編
『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
三
冊
（
井
上
書
店
、
一
九
六
二
年
）、
八
四
頁
。

（
43
）
熊
宗
立
・
李
応
鳳
『
新
刻
司
台
訂
正
萬
用
迪
吉
通
書
大
成
』（
明
刻
本
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）。
劉
春
沂
『
劉
氏
家
蔵
闡
微
通
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書
』（
清
康
煕
二
十
三
年
序
本
）。『
催
福
通
書
』（
清
乾
隆
二
十
一
年
遠
安
堂
刊
本
）。

（
44
）
郭
柏
蒼
『
竹
間
十
日
話
』（
海
風
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
九
六
頁
。

（
45
）「
真
境
名
安
興
編＜

県
史
編
纂
史
料
・
那
覇
ノ
部＞

抜
粋
・
大
宗
蔡
氏
具
志
家
家
譜
」、
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇

市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
2
）』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）、
九
三
二
頁
。

（
46
）『
明
大
統
暦
法
滙
編
』（
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。


